
平成２８・２９年度　校区教育協働委員会

学校名　品川区立伊藤学園

【成果・取組指標に対する評価と評定コメント】

学校評価表（最終報告）



評価項目1 　学力に関すること

成果指標の達成状況の説明

取組指標の達成状況の説明

①

【全国学力・学習状況調査】
２９年４月実施　　６，９年　国語、算数・数学
・国語は平均を５ポイント以上、上回ることはできなかった。
・算数・数学はＡ（基礎）問題、Ｂ（活用）問題ともに全国平均を
５ポイント以上、上回った。
【品川区学力定着度調査】
２９年４月実施　２～９年
国語、算数・数学、社会、理科、英語
・ほぼ全学年で区の平均正答率を上回った。
・３，４年生は全教科で区平均を下回った。
・９年生は全教科で区平均を大きく上回った。

B

・東京ベーシックドリルを活用し、習熟度の確認と、そのフォローを学年・教科で行った。
・休み時間や放課後に補習を行い、基礎・基本の確実な定着を図ってきた。
・特に漢字、計算については家庭学習も含めて、計画的に反復学習の機会を設け、習熟を図ってきた。 Ｂ

②

【２８年度前期】88%で達成。
【２８年度後期】88%で達成。
・学年便りを通して、授業の様子を伝えている。また、学校公開では保護者と話をしてクラスの実態を伝えている。
・生徒の実態に合わせ、わかりやすく授業を展開するよう心掛けている。生徒もよく取り組み、積極的に発言する姿勢がみられ
る。

A

・管理職や指導教諭、ベテラン教諭による指導を通して、日々、指導力の向上に取り組んでいる。
・常日ごろから指導の振り返りを行い、生徒に適した題材選び・授業改善を心がけている。
・長期休業中などに時間を設けて、研究会や研究発表、研修等に積極的に参加し、専門性の向上に努めている。
・義務教育学校として前期課程、後期課程合同の教科部会を通して教材の研究開発を行っている。
・教科指導の改善・向上を視点に、各教科部会・分科会の授業研究を計画的に実施した。
・算数・数学、英語の少人数グループ別指導は、１つの授業を複数クラス・複数教員が同時に行うことで、指導プランについて改
善点を話し合い、授業改善に取り組んでいる。

Ｂ

評価項目１

学年、教科部会を中心に、
学力調査結果を分析し、
課題の把握、解決に向け
た指導や家庭学習の提供
方法を共有し、確実に取り
組む。

・全国調査、品川区調査と
もに、複数学年において国
語科で目標値を下回った。
領域別に見ると特に「書くこ
と」の正答率が低かった。
・今後の課題は、児童・生
徒の「書く」力を伸ばすこと
である。

・今後は、国語科における
「書くこと」に関する指導の
系統性の見直しを図り、ス
モールステップで着実に書
く力を伸ばしていく。また、
他教科においても、書く機
会を増やしていくことで、日
常的に書くことに関する指
導を充実させていく。

評
価
指
標

・今後は、各個人が外部の
研修等で得た知識・技能を
職員全体で共有していくこ
とで、全体のレベルアップ
につなげる。

・相互に授業を参観する機
会を増やし、指導力向上の
ための組織的な取組を日
常化する。

重点目標

○小中一貫教育要領で示されている基礎的・基本的な知識、技能の習得に力を入れるとともに、「理解」「学びあい」「教室の雰囲気」を大切にした授業を展開する。
・５年生以上の教科担任制、加配教員や都・区配当の講師、指導助手を活用した少人数授業、習熟度別学習、ＴＴを実践する。
・市民科と各教科を関連させ、「学習の決まり」を基に学習規律の徹底を図る。
・校内研修を活用し授業力を高めるシステムを構築するとともに指導教諭を活用しながら、ベテラン、若手それぞれの授業力を高めていく。
・学力の分散化を踏まえて、家庭への啓発を強めるとともに、個に応じた指導と家庭学習に関するきめ細かい指導を行う。
・英語検定、数学検定などについて、児童・生徒や保護者に周知し、積極的に取り組ませる。

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

成果指標
評
価

今後の課題と改善策
取組指標

「東京都学力の向上を
図るための調査」および
「全国学力学習状況調
査」において各教科の
平均を5ポイント以上上
回る。
品川区学力定着度調査
において区の平均を上
回る。

保護者アンケートの項目
３『授業は分かりやすく、
児童･生徒の実態に合
わせた工夫がなされて
いますか』で、肯定評価
を８０％以上にする。

日々の教材研究、授業
改善を視点とした校内
研究・研修を通して、工
夫ある指導法を身に付
ける。



評価項目２ 　（人間性や社会性に関すること）

成果指標の達成状況の説明

取組指標の達成状況の説明

①

【２８年度前期】77%で下回る。
【２８年度後期】79%でやや下回る。
・わずかに到達していない。
・市民科の授業について、学年便りで紹介した。ワークシートを掲載し保護者も取り組んでください、というような記事を載せてい
る。
・基本的な生活習慣や規範意識の定着のばらつきを克服するため、家庭への啓発と個別指導に努めた。

B

・低学年ではセカンドステップ（アンガ―マネジメント）のスキルトレーニングを取り入れ、児童同士の望ましいかかわり方を指導し
ている。
・コミュニケーションスキル向上のため、年間継続して学年全体で主張大会を班予選、クラス予選、学年大会、区大会とつなげ
一人一人異なる考え方をもっていることに気付かせまたそれを理解していく大切さをテーマに市民科の授業を計画、実施した。
・入学試験での面接・自己PRなどを見据えて自己PRスピーチやストレスマネジメントを行った。またその様子については適宜学
年通信で家庭に発信した。

Ｂ

②

【２８年度前期】92%で達成。
【２８年度後期】94%で達成。
・生活・安全部を中心に、共通理解をもって生活指導にあたっており、肯定評価９２％と目標を達成している。
・職場訪問をはじめとした対外的な行事などを機会とし、服装や、あいさつ、礼儀などの必要性を生徒に指導してきた。

Ａ

・将来の就職を考える上でも挨拶や礼儀はとても大切なことであることを年間を通して指導してきた。
・挨拶や時と場合に適した行動を教師が率先して行い、児童・生徒に範を示してきた。また、どうしてそのような行動が求められ
ているのか分かりやすく説明してきた。
・毎朝、オープンスペース（教室前廊下）に立ち生徒の顔を見ながら一人一人にあいさつを行ってきた。 Ｂ

評価項目２

評
価
指
標

成果指標

・市民科の学習効果をより
一層高めるため、学んだこ
とを家庭にも発信し、保護
者と連携を図っていく。

・学年、学級だより等を通じ
て、市民科学習についての
家庭への理解促進・啓発を
行う。

・今後はさらに、学校外、地
域でも学校内と同じ態度で
行動できるように児童・生徒
の意識を高めていくことが
課題である。
・全教職員で共通の指導を
するために明確で具体的な
指導目標を定め、それを徹
底していく。

○市民科を中心として、全教育活動を通して、児童・生徒一人一人が自らの在り方や生き方を自覚して、困難に負けることなく社会の中でよりよく生きていくための確
かな実践力と、社会貢献できる資質・能力を養う。
・９年間を見通した市民科年間計画に基づき、児童・生徒の実態を踏まえた重点単元を設定し、市民科学習を推進する。
（いじめ防止、コミュニケーション能力の育成、あいさつ、礼儀、キャリア教育など）
・義務教育学校の良さを生かした、１から９年生までの全校一致の厳しく親身な生活指導体制を確立する。
・スクールカウンセラーや巡回相談員、関係諸機関と連携して、いじめ防止や不登校、特別な支援を必要とする児童・生徒などに組織的に対応する。
・学校行事、生徒会活動、部活動や、合同移動教室を含めた異学年交流行事に積極的に取り組ませて、自己有用感を育てる。
・生活面における分散化（基本的な生活習慣や規範意識の定着のばらつき）の克服のため、家庭への啓発と個別指導を強める。

重点目標

保護者アンケートの項目
『学校は、児童・生徒に
対し適切な生活指導（礼
儀、挨拶、言葉遣い、服
装、きまりなど）を行って
いますか』で、肯定評価
を８０％以上にする。

教師が範を示して、すべ
ての児童・生徒が、あい
さつや礼儀、場に応じた
行動をできるよう共通指
導する。

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

評
価

今後の課題と改善策

取組指標

市民科の授業を計画的
に実施して、コミュニ
ケーション能力の育成を
図る。また、学んだことを
家庭にも発信し、保護者
との連携を図る。

保護者アンケートの項目
４『市民科の授業の成果
が、日常生活にも表れて
いますか』で、肯定評価
を８０％以上にする。



評価項目３ 　（体力・健康に関すること）

成果指標の達成状況の説明

取組指標の達成状況の説明

①

【２８年度実施】※上回った運動能力
男子　１年：3/8、２年：4/8、３年：1/8、４年：3/8、５年：4/8、６年：2/8、７年：3/9、８年：6/9、９年：5/9
女子　１年：2/8、２年：2/8、３年：1/8、４年：3/8、５年：0/8、６年：6/8、７年：4/9、８年：7/9、９年：4/9
・８年生では多くの項目において東京都の平均を上回った。また、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、持久走、２０mシャト
ルラン、５０ｍ走、体力合計において全国平均を上回った。
・オリパラ教育において、取組１年目ということで、組織的・計画的な指導がまだ十分なされているとは言えないが、次年度に向
けてのベースはできているので、更に推進していく必要がある。

Ｂ

＜オリパラ教育＞
・市民科の中で、五輪の歴史、アスリートの活躍、異文化等について指導した。「ピクトグラム」等、オリンピックを機に発明された
ものなど、文化的な側面についても指導した。
＜品川スポーツトライアル＞
・たてわり班のメンバーでペアを組み取り組んだ。担任から児童に声を掛け、積極的な挑戦を促した。
＜ワンミニッツエクササイズ＞
・昨年度よりも種目数を増やして実施した。結果を掲示するなどの工夫をすることで体力向上への意欲を高めた。さらに、保護
者会で説明し、学校、家庭で連携した取り組んだ。

Ｂ

評価項目３

東京都統一体力テスト
の「体力・運動能力」項
目全てで、都の平均値
を上回る。

重点目標

評
価
指
標

成果指標
評
価

今後の課題と改善策
取組指標

体育授業・学校行事の
工夫改善、オリパラ教
育、品川スポーツトライ
アル・ワンミニッツエクサ
サイズの推進、保健指
導により運動や健康へ
の関心を高める。

○「運動をするための体力」「健康に生活するための体力」の双方を向上し、次世代を担う子供たちをはぐくむ。（アクティブプランto2020の推進）
・東京都統一体力テストを分析、活用する。
・体育授業の改善・充実を図る。
・品川スポーツトライアル、ワンミニッツエクササイズを推進する。
・体力向上の原則である基本的生活習慣の定着に向け、健康教育を充実するとともに、体育授業や学校行事を通じて、運動そのものの楽しさを味わわせ、継続的に
運動に取り組ませる。（前期課程）
・一校一取組、一学級一実践運動に確実に取り組む。外遊びを励行する。（前期課程）
・生涯にわたり運動する習慣が身に付くよう、保健体育の授業において基礎的な知識及び技能を習得させる。（後期課程）
・体力向上努力月間やオリンピック・パラリンピック教育を推進する。

・オリパラ教育については
理解が不十分かつ開始し
て間もないので、効果的と
いえるような取組を行えな
かった。今後、充実を図っ
ていく。

・ワンミニッツエクササイズに
ついて、今後は前期課程で
の取組を後期課程へと広げ
ていく。

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成



評価項目４ 　（品川コミュニティ・スクールの推進と保護者・地域との連携に関すること）

成果指標の達成状況の説明

取組指標の達成状況の説明

①

・地域人材、保護者ボランティアを活用した学習を全学年で複数回実施できた。

A

・２人のコーディネーターとの連携が深まっており、各学年の様々な教育活動において、多くの保護者や地域の方々にボラン
ティアとして支援していただいている。
＜具体的な取組（主なもの）＞
・日本の文化伝統に親しむ日、お手伝い体験、交通安全歩行訓練（１年生）
・お手伝い体験、地域の方から学ぶ昔遊び（２年生）
・社会科見学、席書会、茶道（３，４年生）
・低学団読み聞かせ（１～４年生）
・お箏体験（５年生）　　・ドリームジョブ（６年生）
・赤ちゃんふれあい学習（６年生）
・家庭科のグループ学習（５，６年生）
・町会との交流会、職場訪問（７年生）
・職場体験（８年生）　　　　　　　　　　　　　　　　　等

Ｂ

評価項目４

・地域の方や保護者と連携
した取組は、コミュニティ・ス
クール化する前から行われ
ている。これらをコーディ
ネーターの協力のもと、より
一層充実させていく。
・これまで教職員のみで実
施してきたものについて、地
域の力を活用することで教
育効果の向上が期待できる
ものはないかを再検討し、
コミュニティ・スクールとして
の強みを生かした実践を増
やしていく。

地域人材を活用した学
習を一学年二取組以上
実施する。

評
価
指
標

コミュニティ・スクールの
取組を生かし、保護者
や地域の力を生かした
教育活動を実践する。

評
価

今後の課題と改善策
取組指標

重点目標

成果指標

○学校を核として、義務教育９年間を地域で支える取組を推進し、家庭、地域、学校間の連携を強化する。
・校区教育協働委員会は、学校運営の基本方針を承認し、教育活動を評価する。また、学校支援活動の企画・調整をする。
・学校支援地域本部は、本校が必要とする教育活動の支援をし、地域の教育力の活性化を図る。
・学校地域コーディネーターは、本校が必要とする支援について適切な学校支援ボランティアを派遣し、学校と地域をつなぐ役割を果たす。
・市民科と関連付けて地域行事へ参加させるとともに、職場体験など地域との連携に基づいた教育活動を充実させる。
・ウェブページの毎日の更新と、学校便り「鐘の鳴る学舎」の月１回の発行、学校公開（年２１回）、学校説明会（年２回）を実施する。
・ＰＴＡの各機能を再確認して、役員や部員だけでなく、一般会員が協力できるシステムを構築する。

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成



評価項目５　（いじめ防止に関すること）

成果指標の達成状況の説明

取組指標の達成状況の説明

①

・前年度に比べ、目標を達成した学級数が増えた。

Ｂ

・個別面談、生活記録ノートの交換や、日常的な会話等を通して、実態把握に努めている。
・学習や行事の終わりに、活動の振り返りを行い、児童・生徒にお互いのよいところを見つけ合わせた。友達に認められる経験
が自信につながり、次の活動にも意欲的に取り組む姿が見られた。
・思いやりのある集団づくりの雰囲気があり、それが授業・学校行事に表れていた。
・生徒の自主性、自己有用感を高めることをねらいとして、市民科、学校行事、学年行事の際に、実行委員等を立ち上げて生
徒の活躍の場を設定している。教師はそこで、イラストが上手な生徒、スポーツが好きな生徒等、それぞれの個性が発揮される
よう配慮している。

Ｂ

・無記名生活アンケート以外に、記名式生活アンケートを全学年で１～３学期の各学期で１回ずつ実施し、それに基づいて二者
面談を行っている。この取組によって、いじめの早期発見・早期対応につながっている。
・生活面談がなくとも、児童から話を聞ける体制、聞く姿勢を常にもっている。何か問題があれば、すぐに学年主任や保護者に
連絡をして対応している。
・気になる児童・生徒がいた場合には、担任・学年と情報交換を行っている。
・休み時間には、どの学年の教員も一人以上は教師コーナーにおり、児童・生徒の様子をしっかりと見守るとともに、気になる言
動が見られた場合に、すぐに対応できる体制をつくっている。
・何かトラブルや気になることがあった際はすぐに学年、管理職に報告・相談し、保護者にも連絡をしている。

Ｂ

評価項目５

生活アンケート（５・１０・１
月無記名実施）で「学校
生活は楽しい」の肯定的
な回答を８０％以上にす
る。また、友人関係に関
する質問への否定的な
回答を全項目で２０％以
下とする。

○いじめは絶対に許さないという基本姿勢を児童・生徒・保護者に示し、いじめのない児童・生徒の自主性に富んだ教育活動を展開する。
・市民科において、毎月末に「いじめ防止プロジェクトin伊藤学園」を実施して、いじめが人権侵害であることを理解させるとともに、スキルトレーニングを通してよりよい人間関係を作る
ための方法を考えさせ、発信できるようにさせていく。
・５、１０、２月実施の無記名アンケートから学級の雰囲気を把握・分析するとともに、学期に１回の記名アンケートとその後の個人面談を行い、早期発見と早期解決を目指す。
・市民科モデル実践校として、いじめ防止プログラム（スクールバディ・プログラム）とhyperQU（学級集団アセスメント）を４・７年で実施する。７・８年生有志を対象に、スクールバディ養
成研修を実施する。また、児童や学級の状況を継続して把握するためにhyperQUを５・６年でも実施する。
・地域健全育成運営協議会を年３回実施し、保護者や地域と連携して、いじめをなくす取組について理解と協力を得て、地域ぐるみでいじめを根絶する風土作りを行う。
・スクールバディの活動を充実させる。

評
価
指
標

成果指標
評
価

今後の課題と改善策

取組指標

未然防止の高い意識を
継続し、児童・生徒理解
を深め、市民科授業や
学校行事等を通して、思
いやりのある集団づくり
に努める。

早期発見、早期対応、
保護者との連携、組織
的な対応を徹底する。

重点目標

・大事に至らなかったもの
の、友人関係のトラブルや、
乱暴な態度・言葉遣いなど
は時折見られた。問題行動
については、即時、毅然と
した態度で指導していくとと
もに、問題の原因究明を丁
寧に行い、生徒に寄り添
い、解決していくことで、再
発の防止を図る。
・全教職員一丸となって児
童・生徒の心の健康を第一
に考え、互いを認め合う関
係づくりに尽力してきた。今
後も、発達段階に応じて、
互いの長所や違いを認め
合う場を意図的・計画的に
設定し、思いやりのある集
団作りを進めていく。
・教員と保護者や保護者同
士が日頃からコミュニケー
ションを取っていたため、ト
ラブルを早期に解決でき
た。今後も保護者と協力し
ながら、多くの目で児童・生
徒を見守っていく。

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成



評価項目６ 　（小中一貫教育や学校独自の特色ある教育活動に関すること）

成果指標の達成状況の説明

取組指標の達成状況の説明

①

【２８年度前期】93%で、目標値をやや下回る。
【２８年度後期】93%で、目標値をやや下回る。

Ｂ

・学校生活における「楽しい」とは、個、集団を問わず、目標達成とそこへ至る取組の中にあると捉え、児童・生徒の主体性を尊
重しつつ、意義のある活動になるよう市民科学習、行事等の充実を図ってきた。

・交流活動が、新たな自己の発見や自己有用感の向上につながるよう、目的、発達段階、相互の関係性に応じて、活動内容を
工夫し効果の最大化を図ってきた。
＜交流活動の具体例＞
・保育園児との交流（１年生）　・高齢者との交流（２年生）　・たてわり班活動（１～４年生）
・１年生の給食お手伝い（４年生）　・4年生への中学団生活の紹介（５年生）
・１年生への読み聞かせ（６年生）　・赤ちゃんお世話体験（６年生）
・連携小学校との合同市民科授業（６年生）　・中学団スポーツ大会（５・６・７年生）
・合同宿泊行事（５、８年生）　・１年生のお世話（９年生）　・通常学級と特別支援学級の交流（全学年）
・特別支援学級の前期課程と後期課程との交流

Ｂ

評価項目６

評
価
指
標

成果指標
評
価

今後の課題と改善策
取組指標

市民科学習や学校行
事、異学年交流を工夫
することによって、児童・
生徒が充実感を味わえ
るようにする。

保護者アンケートの項目
１『お子さんは、学校生
活を楽しんでいますか』
で、肯定評価を９５％以
上にする。

重点目標

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

・中学団も行事で交流して
いるが、時数や規模の大き
さ等から、定期的には行え
ず、回数も多くはできていな
い。
・今後、５，６年生と低学団と
の交流の場を充実させてい
くことが課題である。
・今年度から前期課程でク
ラブ活動を実施し、そこで
４，５，６年生の交流を図っ
ている。今後は、このような
場をさらに増やしていく。

・開校１０年が経過して、さ
まざまな行事や交流が馴染
んでいる。前後期の課程に
またがる交流も何年にも
渡って行われ、伊藤学園の
良き伝統になっている。現
在ある宝を共有し、より充実
させていきたい。

○義務教育学校だからこそできる教科・市民科指導を創意工夫するとともに、異学年交流の内容の充実を図る。
・学力向上のために、教科や学年分科会で、教科指導の工夫や授業技術の向上を目指した研究を進める。
・市民科モデル実践校として、いじめ根絶を目指した心の教育のための研究を行い、それを進める中で、PDCAのマネジメントサイクルを活用して、授業とカリキュラム
の改善を図っていく。
・学校行事と異学年交流活動等についても同様に、マネジメントサイクルを活用した見直しと充実を図り、児童、生徒、教職員、保護者、地域の方が充実感を味わえる
ものにする。
・連携校とは、６年の合同市民科、伊藤学園における６年の体験授業など、連携活動の創意工夫を進める。
※異学年交流活動＝交流授業、縦割り班活動、交流給食、合同移動教室、９年生による１年生のお世話など


